共同研究及び両立支援にかかるPC等貸与制度利用申請書（新規）
平成　　　年　　月　　日

広島大学男女共同参画推進室長　殿
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふりがな),申請者氏名)
	

	所属部局
	

	職　　　名
	教授　・　准教授　・　講師　・　助教　・　助手　・　研究員（院生は含みません）

院生（学年：　　年，学生番号：　　　　　　　　） ・ その他（　　　　　　　　　　　　）

	雇用形態、勤務態様

（非常勤の場合のみ記入）
	　有期雇用　・　時間雇用（週　　　時間）

	学内連絡先
	電話番号：

ＦＡＸ　　：

E-Mail　：

	
	◎　院生の場合は，記入してください。

自宅住所：

	◎ 指導教員氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)

	◎ 指導教員連絡先
	電話番号：

E-Mail　：

	◎　指導教員は，借受人が借り受けた物品を亡失又は損傷したときに，借受人と連帯して，借り受けた物品の修理又はその損害を弁償するものとします。

	貸与を希望する物品
	· PC（macintosh,windows）

· Surface

· ｉＰａｄ

· Web カメラ

· 同期ソフト

	使用場所
	

	貸与されるＰＣ

（ウェブカメラ等）の

予定している活用の
しかた
	


	PC等貸与制度を
必要とする理由


	※該当の項目に☑印を付け、概要をご記入ください。
□他大学又は企業との共同研究
※大学名又は企業名を記入してください。　

□育児

※保育園や学童保育所等に預けている場合、該当欄に☑を付けてください。

□保育園　□幼稚園　□学童保育所　□その他（　　　　　　　　　　）

※申請者自身が送迎をしている場合のみご記入ください。

職場からの所要時間（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□介護
※要介護者との続柄に☑印を付けください。
□配偶者　□父母　□子　□配偶者の父母　□同居している祖父母

□その他（　　　　　　　　　　　）

　※要介護者との同居・別居の別について該当欄に☑を付けてください。
　　□同居　□別居

※要介護認定を受けている場合、該当の要介護度に☑を付けてください。

　　□１　□２　□３　□４　□５

□その他の理由
※具体的にご記入ください。



	現在受けている
研究支援経費
	· 現在，受けている経費全てに○をつけてください。

１．リサーチ・アシスタント（週　　　時間　　名）

２．科学研究費補助金

（種目：　　　　　　　　　　　　）

（交付金額：　　　　　　　円）

３．２以外の研究助成金のうち，研究環境整備に充当することが可能なもの

（名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（交付金額：　　　　　　　　　　　円　）

上記交付金額のうち、研究環境整備費として使用できる金額

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円）

	その他の研究補助金

助成金など


	※現在研究環境整備用経費を含まない研究費がある場合、種類・期間・総額を記入して下さい。

（名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（期間：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（交付金額：　　　　　　　　　　　　　　　　　）


申請者の主な経歴と研究費取得実績など：


【別紙】

物品貸与条件

１．貸与物品の引渡し・維持・修理・返納に要する費用は、原則として借受人の負担とする。
２．借受人は、貸与物品を善良な管理者の注意をもって管理するものとする。
３．借受人は、貸与物品を修理しようとするときは、あらかじめ男女共同参画推進室の承認を受けること。
４．借受人は、貸与物品に投じた改良費等の請求しないこと。
５．貸与物品は､転貸し、又は担保に供してはならない。
６．貸与物品は、貸与の目的以外の目的のために使用してはならない。
７．貸与物品について使用場所が指定された場合には、男女共同参画推進室が特に承認した場合を除き、指定した場所以外の場所では使用しないこと。
８．借受人は、貸与期間満了後、貸与物品の使用実績の報告を行うこととする。
９．貸与物品は、貸与期間満了の日までに、指定の場所において返納すること。
10．借受人が貸与条件に違反したときは、男女共同参画推進室の指示に従って貸与物品を返納すること。
11．男女共同参画推進室が、特に必要があると認めて貸与期間満了前に返納を命じたときは、その指示に従って貸与物品を返納すること。
12．貸与物品を亡失し、又は損傷したときは、直ちに報告書を男女共同参画推進室に提出し、その指示に従うこと。この場合において、その原因が天災、火災又は盗難に係るものであるときは、亡失又は損傷の事実を証する関係官公署の発行する証明書を当該報告書に添付すること。
13．男女共同参画推進室は、貸与物品について、随時に実地調査、所要の報告を求め、当該物品の維持、管理及び返納に関して必要な指示をすることができるものとする。
14．借受人は、貸与物品を亡失し、又は損傷したときは借受人の負担において修理し、又はその損害を弁償しなければならない。（正常な使用状態で故障した場合を除く。）
15．より必要度が高いと男女共同参画推進室が認めた者から申請があった場合，貸与期間内でも返却させる場合がある。
16．借受人は、貸与物品の使用にあたっては、所属する部局が定める情報セキュリティポリシーを遵守するものとする。
17．借受人は、貸与物品の使用にあたっては、「広島大学個人情報の取扱いに関する規則」を遵守するものとする。

使 用 上 の 注 意 点

１．タブレット端末は持ち歩いての利用も多く，紛失や盗難の可能性が高くなります。対策として，本人しか使用できないようにパスワードロックをかける機能を利用することが有効です。

２．タブレット端末のOSやアプリケーションには，パソコンと同様に脆弱性が報告されることがあります。更新の通知が来たら，忘れずインストールするようにしてください。

　　OSバージョンアップを行うことで，ダウンロードアプリが動作しなくなる場合もあります。OSバージョンアップを行う前にデータのバックアップを必ず行ってください。

３．アプリケーションは，公式サイト以外からも自由にダウンロード可能なものもあります。

　　アプリケーションには，ウイルスだけでなく，端末情報や電話帳内の情報などを充分な説明なく収集するものもあり，電話帳内の情報が流出してしまう場合もあります。運営者の身元が明らかでないサイトからアプリケーションをダウンロードすることは，非常に危険です。

４．アプリーションをインストールする前に画面上に出てくる説明をよく読んで，そのアプリケーションがタブレット内のどのような情報や機能にアクセスするかの表示を確認してください。インストール時に，本来そのアプリケーションでは使う必要がないと思われる情報（連絡先情報，所有者情報，位置情報など）を収集しようとする確認画面が出てくることがあります。

５．タブレット端末の故障・障害などにより，データ保存の失敗や消失などが起こった場合も，責任は負いかねます。データのバックアップは，こまめに行ってください。

６．ソフトウェア上（OS）の改造を行った端末は，本来のセキュリティレベルを下げ，ウイルス感染の可能性が高まるだけでなく，メーカーのサポート対象外となります。

７．タブレット端末内に保存した個人のデータは，返却前に各自で消去してください。記録された内容が他の利用者に閲覧・利用された場合も責任を負いかねます。また，返却後の記録内容保持についても責任を負いません。

返却後ただちに端末の状態を点検し，初期化します。

８．利用の前に，説明書を必ず読み，取り扱いには十分注意してください。

　　特に以下に注意してください。

　　－持ち運ぶときは専用のケースに入れ，落としたり，ぶつけたりすることのないように注意してください。

　　－高温多湿な場所に放置しないでください。

　　－飲食しながらの使用は避けてください。

　　－タブレット端末にインストールされているソフトウェアは絶対にコピーしないでください。

　　－商用目的での利用や，法律（著作権法，不正アクセス禁止法等）に反する行為をしないでください。










